
第21回日本女性医学学会
ワークショップ

もう一度
女性医学の原点を考える

日 時 平成28年2月28日（日） 9：55～16：00
会 場 KFC Hall ＆ Rooms

東京都墨田区横網１丁目６-１ TEL 03-5610-5801

実 行 委 員 長 髙松　潔
東京歯科大学市川総合病院産婦人科教授

主 催 事 務 局 東京歯科大学市川総合病院産婦人科
〒272-8513 千葉県市川市菅野5-11-13

日本女性医学学会
事　　務　　局

株式会社コングレ内
〒102-8481 東京都千代田区麹町5-1
TEL 03（3263）4035　FAX 03（3263）4032

参加費 医師 ・ コメディカル �� 4,000円
研  修  医 ・ 学  生 ��  無   料 （証明書類を持参ください）

●単位取得： 日本女性医学学会、 日本産科婦人科学会、 日本産科婦人科医会、
 日本専門医認定機構、 日本薬剤師研修センターの受講単位が取得可能です。

※託児（無料）：ご希望の方は事前にWEBにてお申込みください。u https://goo.gl/LqVXpg

託児申込サイト



第21回日本女性医学学会 ワークショップ

  9:55-10:00 第21回ワークショップ 開会の挨拶
  実行委員長： 髙松　　潔  （東京歯科大学市川総合病院産婦人科）　

10:00-11:30 ワークショップ　
 「HRTの将来を考える～日本におけるWHI研究のインパクトとこれからのHRT」  （バイエル薬品 共催）
  座 長： 苛原　　稔  （徳島大学大学院医歯薬学研究部産科婦人科学）
   北脇　　城  （京都府立医科大学大学院女性生涯医科学）
 1．HRTに関する大規模研究 ～WHI研究とは何だったのか？
  演者： 林　　邦彦  （群馬大学大学院保健学研究科）
 2．マスコミからみたWHI研究
  演者： 西沢　邦浩  （日経BP社）
 3．日本におけるこれからのHRT
  演者： 岡野　浩哉  （飯田橋レディースクリニック）

11:30-12:00 招請講演 「法律家からみたガイドラインの意義」
  座長： 加藤　聖子  （九州大学大学院医学研究院生殖病態学生理学（産科婦人科））
  演者： 水沼　直樹  （亀田総合病院 弁護士）

12:10-13:10 ランチョンセミナー 「女性の味方 漢方治療」  （株式会社ツムラ 共催）
  座長： 櫻木　範明  （北海道大学大学院医学研究科生殖・発達医学講座 生殖内分泌・腫瘍学分野）
  演者： 渡辺　賢治  （慶應義塾大学環境情報学部・医学部漢方医学センター）

13:20-13:50 特別講演 「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2015年版改訂の要点」  （ファイザー株式会社 共催）
  座長： 久保田俊郎  （東京医科歯科大学大学院 生殖機能協関学）
  演者： 倉林　　工  （新潟市民病院 産婦人科）

14:00-15:50 シンポジウム 「女性の健康支援にわれわれができること」
 基調講演： 女性の健康の包括的支援に関する法律案の概要
  座長： 若槻　明彦  （愛知医科大学産婦人科）
  演者： 吉村　𣳾典  （内閣官房参与／慶應義塾大学名誉教授）
 シンポジウム： 女性の健康の包括的支援に向けてこれからの女性医学学会に求められること
  座長： 若槻　明彦  （愛知医科大学産婦人科）
   髙松　　潔  （東京歯科大学市川総合病院産婦人科）
  1．産婦人科医の立場から 演者： 望月　善子  （獨協医科大学病院女性医師支援センター）
  2．内科医の立場から 演者： 村島　温子  （国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター／妊娠と薬情報センター）
  3．看護師/助産師の立場から 演者： 千場　直美  （神戸大学大学院保健学研究科）
  4．薬剤師の立場から 演者： 宮原富士子  （NPO法人HAP／ジェンダーメディカルリサーチ）
  5．保健師の立場から 演者： 梶原　敦子  （排泄ケアサポートセンター ウエルビーイングオフィスK）

15:50-16:00 第22回ワークショップ実行委員長 ご挨拶
   森重健一郎  （岐阜大学大学院医学系研究科産科婦人科学）

PROGRAM

＜会場のご案内＞
［地下鉄］
 ● 都営地下鉄大江戸線「両国駅」
 　A1出入口に直結。

［  J R  ］
 ● JR中央･総武線「両国駅」
  東口より徒歩約6分
 ● JR中央･総武線「両国駅」
  西口より徒歩約7分

ACCESS




